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令和7
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今後の取組

Ⅰ 1 ①
両親学級への男性の参
加促進

9

廃止

こども家
庭セン
ター

健康推進課

Ⅰ 1 ①
料理教室への男性の参
加促進

9

継続 公民館・地区センターが開
催する料理教室への男性参
加者がある。また、一部の
公民館では男性を対象とし
た「男の料理教室」を開催
している。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

公民館・地区センターにお
いて「男の料理教室」等の
開催日時の見直しや内容の
充実を図った結果、参加者
が増加した公民館もあっ
た。

現状の
まま継
続 公民館・地区センターと連

携しながら、今後も実施し
ていく。

社会教育
課

－

Ⅰ 2 ①
男女共同参画の地域づ
くり推進についての学
習・研修会の開催

10

継続 ・未来塾を計4回開催し
た。
（計66名参加）
・市職員向け研修会を実施
した。
（計30名参加）

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

未来塾については毎年度、
テーマや会場を変えて事業
を実施し、公民館事業とタ
イアップしているが、幅広
い年代の参加者を集めるの
に苦慮している。

改善し
ながら
継続

類似の事業を行っている他
市町村を参考にし、どんな
テーマで開催したらより多
くの市民の興味を引くこと
ができるか検討していく。

企画課 －

Ⅰ 2 ③

地域社会活動団体等に
おけるリーダーへの女
性の進出促進に関する
啓発

10

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

改善し
ながら
継続

収集した情報について、情
報紙やSNSに掲載するほ
か、未来塾で啓発を図れな
いかを検討する。

企画課 －

Ⅰ 2 ③
地域社会活動団体等に
おける構成員の把握

10

継続
団体が属する各地区協議会
で把握している。（公民館
が窓口となり、各種団体
(町内会も含む)の役員等に
ついて把握。）

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

特になし

現状の
まま継
続 地区協議会との連携を強化

し、今後も引き続き把握に
努める。

社会教育
課

－

他関係課

基本計画(Plan) 実施結果(Do) 評価(Check) 改善(Action)

「第３次くろいし男女共同参画推進プラン」進捗状況調査票

担当課
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Ⅰ 2 ③
防災組織に係る女性
リーダーの育成

10

継続 女性防火クラブの活動補助
金100,000円を交付。
防災訓練・研修会・会議等
参加11回
防火啓発活動参加2回

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

女性防火クラブ会員数の減
少が懸念される。

現状の
まま継
続

研修等の参加や防火啓発活
動を実施するほか、女性防
火クラブの加入促進に努め
る。

防災管理
室

－

Ⅱ 1 ①
事業所及び就業者に対する
パートタイム・有期雇用労
働法等に関する周知、啓発

12

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 －

Ⅱ 1 ②
女性の職業意識、経済
的自立に関する意識の
啓発

12

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 －

Ⅱ 2 ①

事業所に対する働き方
改革及び過労死防止等
に関する周知、啓発、
支援

15

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 －

Ⅱ 2 ②
仕事休もっ化計画に関
する周知、啓発

15

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 －
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Ⅱ 2 ③
男性職員の育児休業の
取得促進

15

継続 配偶者の出産予定職員に対
し、育児休業制度の説明及
び取得希望を確認してい
る。産後パパ育休も含めて
５名が計８回取得した。
（期間は４日～５か月程
度）

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・男性が育児休業を取りや
すい職場づくりが急務とさ
れている。
・組織全体でワーク・ライ
フ・バランスの支援に取り
組むとともに、労働時間管
理の改善が必要とされる。

改善し
ながら
継続

引き続き、育児休業取得対
象者に人事担当課が個別に
制度説明を実施し、育児休
業の取得率向上を目指して
いる。また、育児と介護の
休暇ハンドブックを作成
し、職員及び所属長が育児
休業を含め、各種休暇を取
得しやすいよう、制度の周
知を図る。

総務課 商工課

Ⅱ 2 ③
男性職員の育児休業の
取得促進

15

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 総務課

Ⅱ 2 ④

事業所及び労働者に対
する労働条件等の相
談、支援に関する情報
提供

15

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 －

Ⅱ 3 ①
女性の経営能力向上の
ための学習に関する情
報提供

17

継続 性別を問わず、経営や財務
の知識習得等のためのイン
キュベーションマネジャー
による創業セミナー・創業
相談ルームを実施した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

県等関係機関と連携し、受
講者数は毎年、10名程度で
維持されている。

現状の
まま継
続

継続実践するほか、セミ
ナー受講生等の増加に向
け、市報や市ホームページ
への掲載を継続する。 商工課 －

Ⅱ 3 ②

家族経営協定に関する
啓発、促進、女性の労
働に対する適正評価に
ついての働きかけ

17 継続

　窓口において、家族経営
協定の申請に関する相談に
対して、制度の内容を説明
し、情報提供を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

　家族経営協定の認知度が
低いため、協定を締結する
農家の件数が増加しない。

現状の
まま継
続

　農業経営に携わる家族に
対し、協定を締結すること
で得られるメリットを、市
ホームページ等で広く周知
する。

農業委員
会

－
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Ⅲ 1 ①
女性の政治参画に関す
る啓発

18

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

改善し
ながら
継続

収集した情報について、情
報紙やSNSに掲載するほ
か、未来塾等で女性の政治
参画に関する啓発ができな
いか検討する。

企画課 －

Ⅲ 1 ①
情報公開制度の周知と
推進

18

継続 市広報(6月号)で情報公開
制度の運用状況を公表し
た。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・情報公開制度は、広報紙
等で広く市民に周知してい
る。

現状の
まま継
続

黒石市情報公開条例に基づ
き、市の広報紙等に掲載す
る。

総務課 －

Ⅲ 1 ②
女性リーダー養成のた
めの講座・研修会の充
実

18

未実施
市独自の女性リーダー養成
に特化した講座・研修会は
行っていないが、県が実施
している「あおもりウィメ
ンズアカデミー」や「働く
女性リーダーコース」につ
いての周知を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

県やその他機関が実施して
いる事業を紹介している。

現状の
まま継
続

引き続き開催実績のある県
や関係機関の実施する事業
の周知を行う。

企画課 －

Ⅲ 1 ②

男女共同参画に取り組
む女性団体に対する実
践活動を含めた育成支
援

18

継続

市連合婦人会で実施する各
種事業への支援を行った。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

父の日市長表敬訪問等の事
業や他市の婦人会を招いて
芸能祭を開催するなど様々
な事業を展開している。

現状の
まま継
続 市連合婦人会と連携しなが

ら、今後も引き続き実施し
ていく。

社会教育
課

企画課

Ⅲ 1 ②

男女共同参画に取り組
む女性団体に対する実
践活動を含めた育成支
援

18

継続

「男女共同参画をすすめる
黒石ハーモニーの会」との
共催事業を実施した。（未
来塾内で１回実施）

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

未来塾での共催事業では、
20名が参加し、男女共同及
び同団体への理解を深め
た。

改善し
ながら
継続 名称や講座内容、周知方法

を工夫、改善しながら継続
していく。

企画課 社会教育課
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Ⅲ 1 ③
県等関係機関への人材
情報提供

18

継続 県（青少年・男女共同参画
課）で実施しているあおも
り女性人材バンクの登録候
補者について庁内に照会
し、候補者の掘り起こしを
行うとともに、利用周知を
図った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

候補者については庁内に照
会したが、新規登録者はな
かった。

現状の
まま継
続

今後も新規登録候補者の掘
り起こしに努める。

企画課 －

Ⅲ 2 ①
審議会等委員への女性
の積極的な登用促進に
関する働きかけ

20

継続

市が発行しているみらい通
信（9月号）において登用
率を公表し、登用促進を働
きかけた。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

市審議会等委員に占める女
性の割合について、毎年調
査を行っている。目標数値
30％に向けて、徐々に増加
している。（R6：25.4％）

改善し
ながら
継続

女性委員の積極的な登用促
進に努めるように、庁内の
各部署に対して働きかけ
る。

企画課 －

Ⅲ 2 ①
行政委員会、審議会等
への女性登用率の定期
的調査と公表

20

継続 毎年４月１日現在の状況に
ついて各課に照会し、県を
通じて国へ回答し、見える
化マップに数値を掲載して
いる。
また、市HPで指標調査票を
掲載し、女性登用率を公表
している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

毎年調査を行っている。
徐々に推進プランで定めら
れている目標数値に近づい
ている。

現状の
まま継
続

今後も調査を継続し、情報
の公表に努める。

企画課 －

Ⅲ 2 ②
募集・採用・昇任など
における男女平等の徹
底

20

継続 ・令和6年度新採用職員
（中途採用含む）16人中、
女性6人で37.5％
・管理職36人中、女性4人
で11.1％（R6.4.1)
・課長補佐及び主幹級56人
中、24人で42.9％
（R6.4.1）
※黒石病院を除く

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・市の管理職に占める女性
職員の割合について、Ｒ7
年までに10％を目指してい
るが、Ｒ2以後目標値を達
成している。（R7.4.1は
15.8％）
・女性職員に対し、ＯＪＴ
や異動を通じて、昇任・昇
格に伴い必要となるスキル
を習得させる必要がある。

改善し
ながら
継続

R7.4.1課長補佐及び主幹級
51人中24人で、47.1％

管理職候補となる、課長補
佐級及び主幹級について女
性職員の割合が５０％に近
付いている。引き続き女性
役付職員の割合向上に向
け、女性中堅職員の育成を
積極的に行うために研修等
の受講を促し、スキルアッ
プに努めていく。

総務課 学校教育課
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Ⅲ 2 ②
募集・採用・昇任など
における男女平等の徹
底

20

継続

会計年度任用職員　86人
うち男性27人
　　女性59人

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

人事考査の際、業務上必要
がある場合以外は男女であ
ることを評価していない。

現状の
まま継
続

人事考査の際、業務上必要
がある場合以外は男女であ
ることを評価せず、今後も
継続していく。

学校教育
課

総務課

Ⅲ 2 ②
市女性職員の研修会等
への積極的な参加促進

20

継続 ・男女の区別なく、研修へ
の積極的な参加を庁内LAN
を通じて促している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

女性の場合、産休や育休、
家庭の事情により対象とな
る研修の受講が難しい場合
もあるが、その場合は翌年
度以降に受講させるなど、
柔軟な対応をとっている。

現状の
まま継
続

今後も性別に限定せず、
様々な研修への積極的な参
加を呼び掛けていく。

総務課 －

Ⅲ 2 ②
市女性職員の管理職登
用率等の定期的調査と
公表

20

継続 毎年４月１日現在の状況に
ついて各課に照会し、県を
通じて国へ回答し、見える
化マップに数値を掲載して
いる。
また、市HPで指標調査票を
掲載し、女性管理職登用率
を公表している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

毎年調査を行っている。
徐々に推進プランで定めら
れている目標数値に近づい
ている。

現状の
まま継
続

総務課職員係と連携し、引
き続き市HPなどでの公表に
努める。

企画課 －

Ⅲ 2 ②
事業主に対する女性の
管理職への登用促進に
関する働きかけ

20

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 企画課
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担当課

Ⅲ 2 ②
事業主に対する女性の
管理職への登用促進に
関する働きかけ

20

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

現状の
まま継
続 雇用労働者の福祉に関する

ことを所管している商工課
と情報を共有し、引き続き
啓発に努める。

企画課 商工課

Ⅲ 2 ②
女性の職域の拡大に関
する啓発の促進

20

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 企画課

Ⅲ 2 ②
女性の職域の拡大に関
する啓発の促進

20

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

改善し
ながら
継続

収集した情報について、情
報紙やSNSでの掲載のほ
か、未来塾を通じて啓発を
図れないか検討する。

企画課 商工課

Ⅲ 2 ③
ポジティブ・アクショ
ン（積極的格差改善措
置）に対する啓発

20

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

改善し
ながら
継続

収集した情報について、情
報紙やSNSでの掲載のほ
か、未来塾で啓発を図れな
いかを検討する。

企画課 －

Ⅳ 1 ①
保育園・児童館等の整
備、充実

24

継続 保育所4か所、認定こども
園12か所、放課後児童クラ
ブ11か所。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

令和7年度から1保育所が認
定こども園へ移行。放課後
児童クラブの利用定員及び
配置職員の適正化に取り組
む。

改善し
ながら
継続

保育所は、認定こども園へ
の移行期なので円滑に進む
よう支援する。
放課後児童クラブは、利用
定員及び職員配置の適正化
に計画的に取り組む。

子育て支
援課

－
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担当課

Ⅳ 1 ①
市民の要請に応じた多
様な保育事業の充実

24

継続 延長保育、一時預かり、病
後児保育、休日保育、地域
子育て支援拠点の各事業実
施。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

市内教育・保育施設で適正
に実施されている。

現状の
まま継
続

実施可能な施設と財源を考
慮し継続して充実を図る。

子育て支
援課

－

Ⅳ 1 ①
幼児虐待対策等の研修
会への職員の参加促進

24

継続 県主催の研修に参加してい
る。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

研修に積極的に参加し、職
員の知識向上に努めてい
る。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅳ 1 ① 保育料負担の軽減 24

継続 国基準額の軽減に加え、市
独自の施策として世帯3人
目以降3歳未満児の保育料
を無料化

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

幼児教育保育無償化の対象
外部分についても独自施策
として一部の児童の保育料
を無料としている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－

Ⅳ 1 ②
小・中学校における学
校給食の推進

24

継続

中学校の完全給食実施のた
め、給食調理場の建設、調
理用備品等の購入を行っ
た。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

黒石中学校の給食調理場で
調理した給食を中郷中学校
に配送する方式で、中学校
の完全給食を実施してい
る。

現状の
まま継
続 引き続き安全・安心な学校

給食を提供していく。
学校教育
課

―

Ⅳ 1 ③
地域子育て支援セン
ターの整備

24

継続 市内保育所4か所で実施の
ほか、週2回スポカルイン
黒石で子育てひろば開催。
また、不定期で黒石市役所
わのまちセンターでも実
施。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

利用の多いスポカルイン黒
石での事業の充実を図るほ
か、4施設とわのまちセン
ターの周知に努め、施設機
能の稼働を充実を図ってい
る。

現状の
まま継
続

LINE、インスタグラム等
SNSを活用し継続して実施
する。実施場所については
検討する必要がある。

子育て支
援課

－



様式 1

【様式１】

基
本
目
標

重
点
課
題

施
策
の
方
向

具体的事業

プラ
ン記
載
ペー
ジ

令和6
年度評
価

取組の進捗・成果
（数値等を含めた具体的な内容
とし、必ず記入すること。）

令和6
年度評
価

現状と課題
令和7
年度実
施予定

今後の取組
他関係課

基本計画(Plan) 実施結果(Do) 評価(Check) 改善(Action)

「第３次くろいし男女共同参画推進プラン」進捗状況調査票

担当課

Ⅳ 1 ③
子育てに関する情報提
供

24

継続 健康診査や相談、健康ごよ
み、広報、ホームページ等
で情報提供に努めた。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

さまざまなツールを用い
て、住民が必要な情報をえ
られる機会を設けている。

現状の
まま継
続

今後も積極的な情報提供を
継続し実施していく。

子育て支
援課

こども家庭
センター

Ⅳ 1 ③
子育てに関する情報提
供

24

継続 子育て情報をまとめたパン
フレットを作成し、母子手
帳交付時、乳児家庭全戸訪
問時及び転入時の妊産婦や
子育て家庭に配布した。
また、スマートフォン向け
子育て応援アプリや市公式
ＬＩＮＥ等においても情報
提供に努めた。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・子育て応援アプリの登録
者数が507人となってお
り、18歳未満の子どもがい
る世帯の約２割に留まって
いる。
・令和６年度に実施した
「子どもの生活についての
調査」によると、子育てや
生活に関する支援の情報の
入手方法について、「学校
からのお便り」、「県や市
の広報誌」と回答した家庭
が５割を超えている。

現状の
まま継
続

アプリやＬＩＮＥ等のオン
ラインによる発信とパンフ
レットや広報誌等の配布に
よる発信を併用しながら、
子育て家庭が必要とする情
報を発信していく。 こども家

庭セン
ター

子育て支援
課

Ⅳ 1 ③
妊娠、出産、子育てに
関する相談体制の整備

24

継続 妊娠期から子育て期まで切
れ目のない継続的な支援体
制を目指し、全ての妊産婦
が相談しやすい体制を構築
した。
総合相談件数　479件

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

令和6年10月にこども家庭
センターを設置し、母子保
健と児童福祉の両機能が一
体的に相談支援が実施でき
る体制ができた。

現状の
まま継
続

今後も市民に身近な相談窓
口として、妊産期から子育
て期まで伴走的な相談支援
ができるよう継続してい
く。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅳ 1 ③
乳児家庭全戸訪問事業
の実施

24

継続 生後4か月までの乳児のい
る家庭を訪問し、育児に関
する不安や悩みの傾聴、養
育環境の把握を行った。
訪問件数129件

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

対象家庭すべてに訪問でき
ており、育児に対する不安
や悩みの傾聴、養育環境の
把握を行うことができてい
る。

現状の
まま継
続

今後も継続し実施してい
く。

こども家
庭セン
ター

－
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担当課

Ⅳ 1 ③ 養育支援訪問の充実 24

継続 乳児家庭全戸訪問事業等に
より把握した養育を支援す
ることが特に必要と認めら
れる妊産婦等に対し、養育
に関する相談、指導、助言
その他の支援を行った。
専門的相談支援　11件

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

養育を支援することが特に
必要と認められる妊産婦に
対し、専門的相談支援を行
い、身体的、精神的支援に
努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続し実施してい
く。

こども家
庭セン
ター

健康推進課

Ⅳ 1 ③ 養育支援訪問の充実 24

継続 乳児家庭全戸訪問事業等に
より把握した養育を支援す
ることが特に必要と認めら
れる妊産婦等に対し、養育
に関する相談、指導、助言
その他の支援を行った。
専門的相談支援　１１件

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

養育を支援することが特に
必要と認められる妊産婦に
対し、専門的相談支援を行
い、身体的、精神的支援に
努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続し実施してい
く。

健康推進
課

こども家庭
センター

Ⅳ 1 ④
各種援助事業の整備と
情報提供

24

継続 児童扶養手当・ひとり親家
庭等医療費・高等職業訓練
促進費等支給事業の制度を
市ホームページや窓口で周
知。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

市のホームページによる周
知のほか、窓口での相談・
周知に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－

Ⅳ 1 ④
母子寡婦福祉資金制度
の周知、充実

24

継続 市の広報、窓口にて周知。 A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

市の広報による周知のほ
か、窓口での周知に努めて
いる。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－

Ⅳ 1 ④
ひとり親家庭に対する
相談体制の整備、充実

24

継続 家庭相談員と各機関との調
整機関職員となる臨時相談
員を常勤で配置し対応し
た。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

常勤で家庭相談員等を配置
し、相談体制を整備してい
る。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－
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担当課

Ⅳ 1 ④
生活自立のための技能
習得、資格習得に関す
る情報提供

24

継続 母子･父子･寡婦福祉会主催
の講座あり、高等職業訓練
促進費等支給事業の実施。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

窓口において、母子･父子･
寡婦福祉会主催の講座の周
知を図るほか、高等職業訓
練促進費等支給事業を実施
し、生活自立を促進してい
る。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－

Ⅳ 1 ⑤
多様な家族形態を尊重
する意識の啓発

24

継続

国や県、関係機関の資料や
HPから情報収集を行った。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
収集が主となっている。

改善し
ながら
継続 男女共同参画センターのパ

ネル展示の活用も検討し、
意識の啓発に努める。

企画課 －

Ⅳ 2 ①
事業所に対する高齢
者・障がい者雇用促進
についての働きかけ

27

継続 障害福祉サービス内での就
労サービスを実施

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

事業所等への働きかけにつ
いては、障害福祉サービス
だけでは対応できない部分
もあり、他関係機関との協
力が必要。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

福祉総務
課

商工課

Ⅳ 2 ①
事業所に対する高齢
者・障がい者雇用促進
についての働きかけ

27

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課 福祉総務課

Ⅳ 2 ①
シルバー人材センター
への支援

27

継続 シルバー人材センターの円
滑な運営を支援するため、
補助金を交付した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

新規会員の入会はあるもの
の、在籍会員の加齢や病気
等による退会者が増加して
いる。また、会員数の減少
に伴い、受注件数の減少に
もつながっている。

改善し
ながら
継続

補助金の交付を継続するほ
か、シルバー人材センター
の積極的な活用や会員数の
増加に向け、市報や市ホー
ムページへの掲載等広く周
知に取り組む。

商工課 －
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担当課

Ⅳ 2 ①
障がい者への相談体制
の充実、支援事業

27

継続 市内相談支援事業所に事業
を委託している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

必要時に関係機関と連絡を
取り合い、連携強化に努め
ている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

福祉総務
課

－

Ⅳ 2 ①
高齢者・障がい者にや
さしい道路環境の整備

27

未実施 未実施 E:取組
を行わ
なかっ
た

誰もが安全・安心に暮らせ
る町となるよう、住宅・生
活環境・交通網の整備な
ど、ユニバーサルデザイン
化に努めていく。

現状の
まま継
続

今後も関係部署と連携しな
がら継続していく。

福祉総務
課

介護保険
課、土木課

Ⅳ 2 ①
高齢者・障がい者にや
さしい道路環境の整備

27

継続

高齢者世帯等除雪サービス
事業において、88世帯が利
用

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

シルバー人材センターや町
内会等の協力により事業が
継続できている

現状の
まま継
続

事業の継続により、高齢者
等の冬期間における日常生
活の利便性の確保又は向上
に努める。

介護保険
課

福祉総務
課、土木課

Ⅳ 2 ①
高齢者・障がい者にや
さしい道路環境の整備

27

継続 市民が安全に暮らせる環境
づくりに向け、車道と歩道
の整備を行った。
冬期間の除雪時は申請によ
り高齢者世帯の寄せ雪の
軽減を実施した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

道路管理者として整備が必
要な箇所を考慮し、計画的
に道路整備を実施した。
除雪時の高齢者世帯の寄せ
雪軽減については、他世帯
への影響も踏まえ条件等に
ついて検討を要する。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。
除雪時の寄せ雪軽減に関し
地域包括支援センターとも
連携を図る。 土木課

福祉総務
課、介護保
険課

Ⅳ 2 ①
日常生活用具給付事業
の充実

27

継続 重度障害者等に用具を給付
することにより日常生活の
便宜と福祉の増進を図る

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

日常生活用具の給付によ
り、経済的な負担を軽減で
きる

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

福祉総務
課

－
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担当課

Ⅳ 2 ①
高齢者地域見守り事業
の充実

27

継続
ひとり暮らし高齢者（延べ
10,801人）の孤立等を防止
するため、10地区協議会に
委託し、見守りを行ってい
る。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

本事業により地域による見
守り体制が構築されてい
る。

現状の
まま継
続

事業の継続により、一人暮
らし高齢者の孤立等の防止
に努める。 介護保険

課
－

Ⅳ 2 ②
高齢者・障がい者の社
会参加に関する意識の
啓発

27

継続 未実施 E:取組
を行わ
なかっ
た

誰もが安全・安心に暮らせ
るまちとなるよう、住宅・
生活環境・交通網の整備な
ど、ユニバーサルデザイン
化に努めていく。

現状の
まま継
続

今後も関係部署と連携しな
がら継続して実施する。

福祉総務
課

社会教育課

Ⅳ 2 ②
高齢者・障がい者の社
会参加に関する意識の
啓発

27

継続 公民館・地区センターにお
いて、転倒骨折予防教室、
シルバー交流会、高齢者教
室等を実施しており、高齢
者が公民館等に出向き、学
習する機会を提供した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

公民館・地区センターで地
区住民のニーズを把握しな
がら、健康教室や軽スポー
ツ等を開催している。

現状の
まま継
続 公民館・地区センターと連

携しながら、今後も実施し
ていく。

社会教育
課

福祉総務課

Ⅳ 2 ② 世代間交流事業の推進 27

継続
公民館・地区センターにお
いて、子どもと地区団体・
住民がレクリエーションや
料理教室などを通じて世代
間交流を行っている。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

公民館・地区センターが地
区団体・住民と連携し、子
どもが多世代と交流できる
場を作っている。

現状の
まま継
続 公民館・地区センターと連

携しながら、今後も実施し
ていく。

社会教育
課

－

Ⅳ 2 ②
老人福祉センターの充
実

27

継続
介護予防講座（市委託）の
開催、老人クラブ活動の拠
点、浴場の開放、貸館など
延べ15,104人の利用者が
あった

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

利用者数は前年度より763
人（5.3%）増加したが、利
用者は限定的である。ま
た、施設の老朽化が進んで
いる。

現状の
まま継
続

介護予防講座等の開催を継
続し、高齢者の健康増進・
教養向上を図る。 介護保険

課
－
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担当課

Ⅳ 2 ② 学習機会の充実 27

継続
公民館・地区センターにお
いて、幅広い世代に向けた
体験学習や様々なジャンル
の講座を開催し、学習の機
会を提供した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

公民館・地区センターで地
区住民のニーズを把握しな
がら講座を開催し、内容や
講座数を増やす等工夫をし
ている。

現状の
まま継
続 公民館・地区センターと連

携しながら、今後も実施し
ていく。

社会教育
課

－

Ⅳ 2 ③
介護者のための相談事
業の充実

27

継続 地域包括支援センターの
外、協力機関（ブランチ）
においても相談対応を行っ
ている。また、地域健康づ
くり相談事業で生活支援
コーディネーターが10地区
の公民館等に出向き、介
護・認知症・高齢者福祉
サービスなどに関する相談
支援を行った。
【相談件数】
地域包括支援センター：
886件 ブランチ：638件 地
域健康づくり相談事業：20
件

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

相談件数は増加傾向であ
り、内容も多様化・複雑化
している傾向である。

現状の
まま継
続

引き続き相談支援体制を維
持するとともに、職員のス
キルアップのため、職場内
外の研修機会を確保してい
く。

地域包括
支援セン
ター

－

Ⅳ 2 ④

性的マイノリティや外
国人、障がい者など多
様な個性を尊重する意
識の啓発

27

継続

市職員向け研修会を実施し
た。（30名参加）

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

庁内において各課室から１
名以上の参加とし、市職員
の性的マイノリティ等に関
する意識の啓発を行った。

改善し
ながら
継続

市の出前講座において、性
的マイノリティに関する講
座を設けており、学習機会
を提供することによって市
民の意識啓発も図る。

企画課 －

Ⅴ 1 ①
様々な立場の人たちに
対するあらゆる暴力に
関する啓発活動

29

継続 乳幼児健康診査において問
診項目にあげ、心身の健康
に関する相談に応じ、早期
発見に努めている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

相談者の背景事情に十分な
配慮が求められる。

現状の
まま継
続

相談者に十分な配慮をした
うえで相談しやすい体制づ
くりをする。今後も継続し
ていく。 健康推進

課

福祉総務
課、子育て
世代包括支
援セン
ター、市民
環境課、企
画課
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担当課

Ⅴ 1 ①
様々な立場の人たちに
対するあらゆる暴力に
関する啓発活動

29

継続 ・窓口にパンフレットを設
置している。
・母子手帳交付時から産
前・産後、子育て期まで専
門職が伴走的に相談に対応
している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・パンフレット配置、チラ
シ・シール作成配布により
啓発活動に努めている。
・被害を認識していない場
合や、相談を躊躇する場合
があるため、より多くの人
への啓発をしつつ、ハイリ
スクケースは見逃さないよ
うに注力する必要がある。

現状の
まま継
続

啓発等のポピュレーション
アプローチを基本としなが
ら、福祉的な課題を抱える
家庭等の相談に丁寧に対応
できるよう今後も継続して
実施する。

こども家
庭セン
ター

福祉総務
課、健康推
進課、市民
環境課、企
画課

Ⅴ 1 ①
様々な立場の人たちに
対するあらゆる暴力に
関する啓発活動

29

継続
黒石地区暴力追放推進協議
会として暴力団追放に係る
ポスター・兵庫コンクール
の募集を実施したほか、暴
力追放啓発用品（エコバッ
ク）の配布活動を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

関係市町村と黒石警察署が
連携し、啓発活動を実施し
ている。

現状の
まま継
続

現状どおり。

市民環境
課

福祉総務
課、健康推
進課、子育
て世代包括
支援セン
ター、企画
課

Ⅴ 1 ①
様々な立場の人たちに
対するあらゆる暴力に
関する啓発活動

29

継続

あおもり性暴力被害者支援
センターに関する記事を市
の広報２月号に掲載した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

市の広報への掲載のほか、
パンフレットや啓発のため
のカードを設置しているが
なかなか手にとってもらえ
ない。

改善し
ながら
継続

男女共同参画センターのパ
ネル展示や貸し出し図書等
の活用も検討する。

企画課

福祉総務
課、健康推
進課、こど
も家庭セン
ター、市民
環境課

Ⅴ 1 ①
ドメスティック・バイ
オレンスに関する啓発
活動

29

継続

ホームページに関係機関で
ある黒石警察署や県女性相
談所等への相談窓口の案内
を掲載し、周知を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

ホームページ等を通じ、相
談窓口の情報提供など啓発
活動を実施している。

現状の
まま継
続

現状どおり。

市民環境
課

福祉総務
課、こども
家庭セン
ター、地域
包括支援セ
ンター、企
画課
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担当課

Ⅴ 1 ①
ドメスティック・バイ
オレンスに関する啓発
活動

29

継続 ・窓口にパンフレットを設
置している。
・母子手帳交付時から産
前・産後、子育て期まで専
門職が伴走的に相談に対応
している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・パンフレット配置、チラ
シ・シール作成配布により
啓発活動に努めている。
・被害を認識していない場
合や、相談を躊躇する場合
があるため、より多くの人
への啓発をしつつ、ハイリ
スクケースは見逃さないよ
うに注力する必要がある。

現状の
まま継
続

啓発等のポピュレーション
アプローチを基本としなが
ら、福祉的な課題を抱える
家庭等の相談に丁寧に対応
できるよう今後も継続して
実施する。

こども家
庭セン
ター

市民環境
課、福祉総
務課、地域
包括支援セ
ンター、企
画課

Ⅴ 1 ①
ドメスティック・バイ
オレンスに関する啓発
活動

29

継続

権利擁護に関する相談件数
は83件となり、前年度より
4件減少した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

市高齢者虐待防止対応マ
ニュアルをホームページに
掲載し、高齢者虐待に関す
る周知啓発を行っている。

現状の
まま継
続

引き続き高齢者虐待に関す
る周知啓発活動を継続して
いく。 地域包括

支援セン
ター

市民環境
課、福祉総
務課、こど
も家庭セン
ター、企画
課

Ⅴ 1 ①
ドメスティック・バイ
オレンスに関する啓発
活動

29

継続

国や県、関係機関からのポ
スター掲示やパンフレット
の設置をしている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

啓発のためのチラシやカー
ド等は窓口等に設置してい
る。

現状の
まま継
続

市の情報紙や国や県、関係
機関からのポスター掲示や
パンフレットの設置などに
より啓発に努める。
また、人目にふれにくい場
所に設置するなど、取りや
すい場所への設置を検討す
る。

企画課

市民環境
課、福祉総
務課、こど
も家庭セン
ター、地域
包括支援セ
ンター

Ⅴ 1 ②

セクシャル・ハラスメ
ント及びパワー・ハラ
スメント、妊娠・出
産、育児休業・介護休
業等に対するハラスメ
ント防止のための意識
啓発

29

継続 ・令和３年３月に策定され
たハラスメント防止指針の
周知徹底に努めた。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

・ハラスメントとなりうる
言動について、全職員が理
解を深める必要がある。
・相談窓口となる職員が、
その役割と対応について理
解を深める必要がある。

改善し
ながら
継続

ハラスメントを未然に防ぐ
ため、指針の周知徹底を図
るとともに、理解を深める
ための職員を研修に参加さ
せる。 総務課

商工課、学
校教育課
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担当課

Ⅴ 1 ②

セクシャル・ハラスメ
ント及びパワー・ハラ
スメント、妊娠・出
産、育児休業・介護休
業等に対するハラスメ
ント防止のための意識
啓発

29

継続 市内企業向けに、ポスター
等の掲示を行い、周知や啓
発を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

国等が実施する広域的周知
啓発事業である。

改善し
ながら
継続

ポスター等の掲示や市ホー
ムページへの掲載を継続す
るとともに、市報への掲載
に取り組む。 商工課

総務課、学
校教育課

Ⅴ 1 ②

セクシャル・ハラスメ
ント及びパワー・ハラ
スメント、妊娠・出
産、育児休業・介護休
業等に対するハラスメ
ント防止のための意識
啓発

29

継続

教職員に向けて定期的に意
識啓発文書を通知した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

管内小中学校でハラスメン
トの報告は無く、定期的な
啓発文書の発送の効果が
あった。

現状の
まま継
続

今後も継続して、教職員に
向けて定期的に意識啓発文
書を通知し、加えて定例校
長会等の会議でも啓発を
行っていく。

学校教育
課

総務課、商
工課

Ⅴ 1 ③
相談窓口の整備と市民
への周知

29

継続

毎月広報に、各種相談窓口
の開設に係る情報を掲載
し、周知を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

広報及びホームページを通
じ、各種相談窓口の開設を
実施している。課題なし。

現状の
まま継
続

現状どおり。

市民環境
課

福祉総務
課、企画課

Ⅴ 1 ③
相談窓口の整備と市民
への周知

29

継続 令和6年10月にこども家庭
センターを設置し、広報等
で周知を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

令和6年10月にこども家庭
センターを設置し、母子保
健と児童福祉の両機能が一
体的に相談支援が実施でき
る体制ができた。

改善し
ながら
継続

令和７年度から出前講座く
ろいしのメニューに「黒石
市こども家庭センターって
どんなところ？」を追加
し、より多くの市民にこど
も家庭センターの役割等を
知ってもらうように努め
る。

こども家
庭セン
ター

市民環境
課、企画課

Ⅴ 1 ③
相談窓口の整備と市民
への周知

29

継続

国や県、関係機関からのポ
スター掲示やパンフレット
の設置をしている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

各種相談窓口の情報を市HP
に掲載している。また周知
媒体を窓口に設置してい
る。

現状の
まま継
続 庁内、関係機関と連携し引

き続き周知に努める。
企画課

市民環境
課、福祉総
務課
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担当課

Ⅴ 1 ③
家庭相談員に対する研
修の充実

29

継続 県、女性相談所主催の研修
へ参加した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

研修に参加し、専門的知識
の習得に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 1 ③
県女性相談所、県男女
共同参画センターとの
連携強化

29

継続 実務者会議等出席 A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

会議に出席するほか、必要
時に連絡を取り合い連携強
化に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

企画課

Ⅴ 1 ③
県女性相談所、県男女
共同参画センターとの
連携強化

29

継続
未来塾について、テーマや
内容について意見を求め
た。また県男女共同参画セ
ンター実施事業の周知など
に努めた。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

これまでも県男女共同参画
センターと連携し事業を
行っている。

現状の
まま継
続

今後も県男女共同参画セン
ターと連携し、事業実施に
ついて相談、アドバイスの
提供をお願いしていく。

企画課
こども家庭
センター

Ⅴ 2 ①

性と生殖に関する健康と権
利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）に関する意
識の啓発

31

継続 こども家庭センターと協働
し、心身の健康に関する相
談に応じている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

相談者が相談しやすい体制
づくりが求められる。

現状の
まま継
続

妊娠期から継続的な支援に
より、相談しやすい体制づ
くりをしていく。 健康推進

課
こども家庭
センター

Ⅴ 2 ①

性と生殖に関する健康と権
利（リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ）に関する意
識の啓発

31

継続 妊娠前や母子手帳交付時、
妊産婦訪問、思春期教室等
を通じ、知識の啓発や情報
提供を行っている。
市内中学校を対象に思春期
教室を実施した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

思春期や妊娠前からの知識
の啓発、情報提供に努めて
いる。

改善し
ながら
継続

令和７年度から出前講座く
ろいしのメニューに「プレ
コンセプションケア～思春
期からの健康～」を追加
し、より多くの市民に知識
が啓発できるよう努める。

こども家
庭セン
ター

健康推進課



様式 1

【様式１】

基
本
目
標

重
点
課
題

施
策
の
方
向

具体的事業

プラ
ン記
載
ペー
ジ

令和6
年度評
価

取組の進捗・成果
（数値等を含めた具体的な内容
とし、必ず記入すること。）

令和6
年度評
価

現状と課題
令和7
年度実
施予定

今後の取組
他関係課

基本計画(Plan) 実施結果(Do) 評価(Check) 改善(Action)

「第３次くろいし男女共同参画推進プラン」進捗状況調査票

担当課

Ⅴ 2 ②

妊娠、出産、避妊、不
妊等に関する正しい知
識の普及と相談体制の
整備

31

継続 母子手帳交付時における保
健師または助産師による保
健指導を100％実施。訪問
や電話で妊婦の相談・指導
を実施。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

相談者が相談しやすい体制
づくりが求められる。

現状の
まま継
続

こども家庭センターとの連
携体制を整えながら、母子
手帳交付時や訪問における
保健指導の継続をする。

健康推進
課

こども家庭
センター

Ⅴ 2 ②

妊娠、出産、避妊、不
妊等に関する正しい知
識の普及と相談体制の
整備

31

継続 妊娠前や母子手帳交付時、
妊産婦訪問、思春期教室等
を通じ、知識の啓発や情報
提供を行っている。
市内中学校を対象に思春期
教室を実施した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

安心して妊娠、出産、子育
てができるよう、助産師や
保健師等の専門職が妊娠期
からの継続した支援と相談
支援を行っている。

現状の
まま継
続

今後も個々のニーズに合わ
せた相談体制の充実を図
る。 こども家

庭セン
ター

健康推進課

Ⅴ 2 ② 家族計画指導の充実 31

継続 乳児訪問等の機会に産婦と
面談し、助産師や保健師等
の専門職が家族計画に関す
る保健指導を実施した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

パンフレット等利用し個々
に合わせた家族計画の指導
が実施できるよう努めてい
る。

現状の
まま継
続

今後も個々に合わせた家族
計画の指導が実施できるよ
う努めていく。 こども家

庭セン
ター

－

Ⅴ 2 ②
母子保健医療体制の整
備

31

継続 津軽地域の夜間・休日の小
児科医による救急医療体制
の整備が行われ、診療にあ
たっている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

津軽地域の夜間・休日の小
児科医による救急医療体制
及び在宅当番医制事業の実
施。

現状の
まま継
続

津軽地域の夜間・休日の小
児科医と密に連携し、今後
も継続していく。 健康推進

課
黒石病院
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担当課

Ⅴ 2 ②
母子保健医療体制の整
備

31

継続 医療機関として、予約制の
女性外来、月２回の乳腺外
来などを実施している。
乳腺外来は延べ543人の受
診があった。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

乳腺外来については一定の
受診患者がおり、乳がんの
予防及び早期発見に成果を
挙げている。
一方で、女性外来について
は年々利用者が減少してい
る。

改善し
ながら
継続

乳腺外来は今後も継続して
実施する。
女性外来は、継続して実施
しながら、周知方法や担当
する女性医師について改め
て検討していく。

黒石病院 健康推進課

Ⅴ 2 ②
こども医療費（旧：乳
幼児医療費）給付事業
の充実

31

継続 所得制限なしで、18歳年度
末までの児童を対象に医療
費を給付。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

保護者の所得にかかわら
ず、18歳年度末までの児童
を給付対象に拡大し、子ど
もの出生育児環境の向上を
図った。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

子育て支
援課

－

Ⅴ 2 ②
母子保健事業等の整
備、充実

31

継続 健診・訪問・相談等の事業
において、住民のニーズや
課題にそった事業の整備・
充実に努めた。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

妊産婦・乳幼児健診事業、
相談事業、訪問事業等の実
施。

改善し
ながら
継続

こども家庭センターとの連
携体制を整えながら、今後
も継続して実施していく。 健康推進

課
－

Ⅴ 2 ②
「思春期子育て体験」
の充実

31

継続 市内小・中学生を対象に思
春期教室を実施した。
小学校　１校　96人
中学校　１校　69人

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

市内小・中学生を対象と
し、命の大切さや性につい
ての講話を実施。

改善し
ながら
継続

令和７年度から出前講座く
ろいしのメニューに「プレ
コンセプションケア～思春
期からの健康～」を追加
し、より多くの市民に知識
が啓発できるよう努める。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 2 ②
妊産婦・新生児・乳児
訪問指導事業の充実

31

継続 訪問により妊産婦の健康管
理と育児不安解消、子育て
支援を実施した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

ハイリスクの妊産婦及び新
生児の自宅を訪問し、指導
が必要となる家庭を把握し
た。把握したすべての対象
者に対し、指導を実施して
いる。

現状の
まま継
続

継続して実施していく。

健康推進
課

－
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担当課

Ⅴ 2 ②
産前・産後の心身のケ
ア等育児サポート体制
の確保

31

継続 乳房ケアや授乳指導、個々
に合わせた育児指導や心理
的支援等を実施した。
アウトリーチ型　39件
デイサービス型　81件

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

個々にニーズに合わせたケ
アを提供し、育児不安の軽
減に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施してい
く。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 2 ②
家庭や地域での妊産婦
等の孤立化の解消

31

継続 子育て仲間との交流や情報
提供を行う場を提供するこ
とで、子育ての孤立化を防
ぎ、妊娠期から子育て期ま
での不安の軽減を図った。
令和６年度から父親の子育
てに関する悩みの共有や情
報交換、こどもや父親のラ
イフステージに応じた子育
ての方法を学ぶ場として、
父親相談支援事業を開始し
た。
開催回数　１回
参加者数　５人
妊産婦デイケアサービス
36回（延べ参加者数　832
人
父親相談支援事業　1回
（参加者数　5人）

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

令和６年度に実施した「子
どもの生活についての調
査」によると、就学前児童
調査では、
・子育てに関する相談相手
の有無については、「い
る」が93.7％、「いない」
が2.6％となっている。
・妊産婦デイケアサービス
や父親相談支援事業などを
通じ子育ての孤立化を防ぐ
とともに、他の育児支援
サービスの情報提供等を通
じて育児しやすい環境の提
供できている。

現状の
まま継
続

子育て家庭の孤立化を防止
するために、母親の支援と
ともに父親への支援を充実
させていく。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 2 ②
乳幼児の健診及び健康
相談の充実

31

継続 各種乳幼児の健診及び相談
事業を実施。健診結果に基
づく指導を実施。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

乳幼児の発育・発達の観
察、異常の早期発見、早期
治療を促し、適切な医療機
関の受診や発達の早期支援
体制の充実を図るととも
に、育児不安の傾聴、相
談、指導を行い、健康の保
持及び増進に努めている。

現状の
まま継
続

対象者にあわせた各事業を
今後も継続していく。

健康推進
課

－
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担当課

Ⅴ 2 ③
更年期に対する正しい
理解と支援体制の整備

31

継続 女性の健康に関する出前講
座（更年期関連含む）を２
回開催し、延べ23人が参
加。また健康相談を通して
正しい知識の普及と相談を
実施。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

健康教室・健康相談の場に
おいて、女性の健康（更年
期関連を含む）に関する正
しい知識の普及を図った。

現状の
まま継
続

出前講座等を通じて正しい
知識の普及や健康意識の改
善を図る。健康教室及び健
康相談の事業を今後も継続
実施する。

健康推進
課

－

Ⅴ 2 ③
健康診査、健康教室等
への参加の促進、健康
相談の充実

31

継続 健康マイレージの実施によ
る健診及び健康教室等の参
加促進を図った。
過去5年間大腸がん検診未
受診の45歳の市民に対し
て、圧着はがきの送付によ
る大腸がんの知識啓発と受
診勧奨を実施したが、昨年
度より受診率は低下した。
健康相談では専門職による
相談を実施し市民が受診し
やすい環境づくりに努め
た。
これまで市独自でがん精密
検査の助成事業を実施して
きたが、令和６年度より県
の補助事業を活用しがん精
密検査助成事業を実施し
た。
県申請数163件、市申請数
184件

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

大腸がん受診率は昨年度を
下回った。また、県の大腸
がん検体キット送付の事業
を活用していない年度と比
較すると受診率はほぼ横ば
いであった。
がん精密検査助成事業は昨
年度より申請数は微増で
あった。(昨年度328件）

改善し
ながら
継続

受診勧奨通知をする対象者
や通知内容を精査し、死亡
率が高いがんに関して検診
及び精密検査の受診率を向
上を図る。
がん検診の結果で要精検と
なった方が精密検査を受診
するよう、がん精密検査助
成事業の周知を継続してい
く。 健康推進

課
－

Ⅴ 2 ③
思春期、成人期、高齢
期の健康づくりの推進

31

継続 「健康づくり市民のつど
い」の場や地域健康づくり
相談事業の場を通して知識
の普及を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

市民のつどいでは各世代に対
しての健康づくりの知識の普
及ができた。毎月一度の相談
事業では健康機器を使用し目
に見える形で自分の体を知る
機会を作り健康づくりに対し
ての知識と実践するきっかけ
づくりができた。

現状の
まま継
続

健康づくり市民のつどいでは
今後も各世代に対して健康づ
くりの知識の普及をすすめ
る。地域健康づくり相談事業
では測定機器の種類を増やし
自らの体について知る機会を
つくることにより健康づくり
をはじめるきっかけの場の提
供を継続する。

健康推進
課

－
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担当課

Ⅴ 2 ③ 女性の健康診査の充実 31

継続 受診数、受診率
子宮頸がん検診：1,688名
(集団：672名、個別：
1.016名)、24.1％
乳がん検診：1,420名（集
団：819名、個別：601
名）、23.5％
骨粗鬆症検診：144名、
9.1％

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

子宮頸がん・乳がん検診は、
令和6年度から対象者を拡大
し、前年度中に市の検診を受
診していない女性（子宮頸20
歳以上、乳40歳以上）とし
た。受診率は昨年度より子宮
頸1.1ポイント、乳1.8ポイン
ト上昇した。
骨粗鬆症検診について、受診
率は昨年度より上昇した。
(昨年度77名、4.6％）

改善し
ながら
継続

子宮頸がん・乳がん検診
は、対象者への個別通知や
Web予約等を継続し、更な
る受診率の向上を目指す。
また、体制を整えるため、
令和8年度以降、対象者全
員にがん検診無料券を送付
予定である。
骨粗鬆症検診は対象者に通
知文を送付した結果前年度
より受診者数が増えたと考
えられ今後も継続する。

健康推進
課

－

Ⅴ 3 ①
各種相談業務の充実と
市民への周知

32

継続
各分野の専門相談員を配置
し、日常生活の困りごとや
近隣トラブルの相談窓口を
開設。広報及びホームペー
ジにて周知を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

広報及びホームページを通
じ、各種相談窓口の開設を
実施している。課題なし。

現状の
まま継
続

現状どおり。

市民環境
課

福祉総務
課、企画課

Ⅴ 3 ①
各種相談業務の充実と
市民への周知

32

継続 こども家庭センターの設置
に伴い、センターの事業な
どを広報や市ホームぺージ
等に掲載した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

職員個々の資質向上を図り
ながら、こども家庭セン
ターの周知に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

市民環境
課、企画課

Ⅴ 3 ①
各種相談業務の充実と
市民への周知

32

継続

国や県、関係機関からのポ
スター掲示やパンフレット
の設置をしている。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

各種相談窓口の情報を市HP
に掲載している。また周知
媒体を窓口に設置してい
る。

現状の
まま継
続 庁内、関係機関と連携し引

き続き周知に努める。
企画課

福祉総務
課、市民環
境課
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担当課

Ⅴ 3 ①
県及び市の各種相談機
関との連携強化

32

継続
法テラス青森による法律相
談窓口の開設や弘前市市民
生活センターと連携し、消
費者相談所への案内等の対
応を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

広報及びホームページを通
じ、各種相談窓口の開設を
実施している。課題なし。

現状の
まま継
続

現状どおり。

市民環境
課

福祉総務課

Ⅴ 3 ①
県及び市の各種相談機
関との連携強化

32

継続 県や関係機関主催の研修会
参加した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

研修に積極的に参加し、知
識の習得に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

市民環境課

Ⅴ 3 ① 相談員の待遇改善 32

継続 県、女性相談所主催の研修
会参加した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

研修会に参加し、専門的知
識の習得に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 3 ②
相談担当職員に対する
研修機会の充実

33

継続 県や関係機関主催の研修会
参加した。また、所内で伝
達研修を行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

研修に積極的に参加し、知
識の習得に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

－

Ⅴ 3 ②
家庭相談員の研修の充
実

33

継続 県、女性相談所主催の研修
会参加した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

研修会に参加し、専門的知
識の習得に努めている。

現状の
まま継
続

今後も継続して実施する。

こども家
庭セン
ター

－
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Ⅵ 1 ①
「第3次くろいし男女共
同参画推進プラン」の周
知

34

継続

情報紙「みらい通信」での
紹介と市ホームページに掲
載している。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

未来塾参加者へのアンケー
トによると、第3次くろい
し男女共同参画推進プラン
について、実際に読んだこ
とがある人は少ない。
・言葉は知っている
（35.2％）
・読んだことがある
（16.8％）

現状の
まま継
続

引き続き市HP、情報紙、り
んごまつりなどでの周知を
する。

企画課 －

Ⅵ 1 ①
男女共同参画に関する
情報収集と提供

34

継続
国や県及び関係機関から情
報を収集し、誰でも情報が
得られるように広報やHPな
どを通して、情報提供を
行った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

オンライン等で会議に参加
した。

改善し
ながら
継続

会議研修に積極的に参加す
るとともに、インターネッ
トも活用し資料収集に努め
る。

企画課 －

Ⅵ 1 ① 広報による啓発 34

継続 担当課から依頼があった記
事を掲載した。
（２月号「あおもり性暴力
被害者支援センター」）

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

担当課から依頼があった場
合にのみ記事を掲載してい
る。

改善し
ながら
継続

担当課に依頼し、定期的に
記事を掲載する。

広報情報
システム
課

－

Ⅵ 1 ①
男女共同参画に関する
図書の整備、充実

34

未実施

図書の整備は実施していな
い。

E:取組
を行わ
なかっ
た

企画課では公費による図書
の整備は実施していない。

事業終
了 県男女共同参画センターが

実施している図書の貸し出
しサービスの利用を検討し
ていく。

企画課 －
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担当課

Ⅵ 1 ②
担当職員の専門性の養
成

34

継続 青森県自治研修所で開催さ
れる専門研修等のほか、日
本経営協会のオンライン研
修（4人）、全国市町村国
際文化研修所（4人）、全
国建設研修センター（1
人）、中央福祉学院（2
人）の専門的な研修に参加
した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

研修受講状況を見ると、課
室及び職員に偏りが見られ
る。

現状の
まま継
続

研修の参加が少ない課室
に、研修の受講について積
極的に周知していく。ま
た、家庭の事情や業務の都
合により県外への研修の参
加が難しい方向けに、オン
ライン研修について周知を
強化する。

総務課 企画課

Ⅵ 1 ②
担当職員の専門性の養
成

34

継続
地域男女共同参画ネット
ワーク活動支援事業情報交
換会、セミナーに参加し
た。また、市職員向けの研
修会を実施した。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

オンライン等で会議や研修
に参加した。市職員向け研
修会では30名が参加し、専
門性の養成をすることがで
きた。

現状の
まま継
続 引き続き情報交換会やセミ

ナーに積極的に参加をす
る。

企画課 総務課

Ⅵ 1 ③
男女共同参画に関する
市民意識調査の実施

34

継続 市HPにGoogleフォームを掲
載したほか、未来塾やりん
ごまつり参加者に対し、男
女共同についてのアンケー
トを実施した。
（回答数：130）

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

Googleフォームを活用し、
幅広く調査を行うことがで
きた。

改善し
ながら
継続

引き続き実施するととも
に、周知方法やアンケート
内容についても改善が必要
な部分は見直しする。

企画課 －

Ⅵ 1 ③
ジェンダー統計（女性
の状況を示す統計的資
料）の収集

34

継続
内閣府の女性活躍推進法
「見える化」サイトなどを
はじめとした、関係機関等
からの資料により情報収集
した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

インターネット、県の各種
調査、各種統計調査による
情報収集を行っている。

改善し
ながら
継続

最新の数値状況を確認、注
視しながら、データを収集
し、有効活用を行う必要が
ある。

企画課 －

Ⅵ 2 ①
男性による家事、育児
等に関する研修会等の
実施

35

継続

未来塾において、男性でも
参加しやすいような「簡単
料理教室」を開催した。

C:取組
んでい
るが成
果が十
分でな
い

男性の参加者が極端に少な
い。

改善し
ながら
継続

名称や講座内容、周知方法
を工夫し、男性にも関心を
もってもらえるような講座
の実施に努める。

企画課 －
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担当課

Ⅵ 2 ①
男性の地域活動への参
画を重視した広報・啓
発活動の推進

35

継続

各公民館が発行する広報等
を通じて、関連行事の周知
を図った。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

未来塾やプランの周知も併
せて実施した。

改善し
ながら
継続 引き続き公民館・地区セン

ターと連携しながら、今後
も実施していく。

企画課 社会教育課

Ⅵ 2 ①
男性の地域活動への参
画を重視した広報・啓
発活動の推進

35

継続

毎月発行される公民館・地
区センターの広報等を通じ
て、関連行事の周知を図っ
ていた。

A:十分
に達成
され、
成果が
大き
かった

掲載記事の内容の精査や紙
面の充実を図る必要があ
る。

現状の
まま継
続 公民館・地区センターと連

携しながら、今後も実施し
ていく。

社会教育
課

企画課

Ⅵ 3 ①
男女共同参画に関する
学習機会の整備、充実

36

継続

未来塾を４回開催し、学習
機会を提供した。

B:概ね
達成さ
れ、成
果が
あった

公民館事業とタイアップし
て、参加者を集めることが
できた。

現状の
まま継
続 引き続き公民館事業とタイ

アップをしながら未来塾を
実施していく。

企画課 －


